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 更新日：2026/06/23 Rebro2026対応  躯体を傾斜させたい 

Q 躯体を傾斜させたい 
  

A1 断面で躯体を選択し、ハンドルで編集します 
  

A2 [傾斜]コマンドを使用します(床・天井・屋根の場合) 
 

躯体に傾斜を付けたい場合は、断面からハンドルの操作で行います。 

床、天井、屋根については、[傾斜]コマンドで傾きを設定することができます。 

 

▼A１ 断面で躯体を選択し、ハンドルで編集します 

1 
断面ビュー、またはアラウンドビューの断面から躯体を選択します。 

 

 

 

2 
Sｈｉｆｔキーを押して、ハンドルの表示を切り替えます。 

 

 

 

 

3 
躯体の上部角にある傾きの変更ハンドル(白)をクリックし、マウスを上下に移動すると躯体に傾斜が付きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Rebro よくある質問 

 

p. 2  躯体を傾斜させたい 

▼A2 [傾斜]コマンドを使用します(床・天井・屋根の場合) 

1 
躯体を選択し、コンテキストメニューの[傾斜]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2 
傾斜の編集方法を選択します。 

 

 

 

 

「絶対高さ」：2点の高さを基準フロアからの高さで指定して傾斜を付けます。 

左の値は 1点目、右の値は 2点目の高さを指定します。 

「相対高さ」：2点目の高さを 1点目の高さからの相対高さで指定して傾斜を付けます。 

「傾き」   ：1点目の高さから設定した傾斜値で 2 点目の方向に下り、または上りの傾斜を付けます。 

 

3 
傾斜を付ける基準となる 2点を平面図上で指定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●補足説明 

床、天井、屋根を底面は水平のまま傾斜を付けたい場合は、種類を「変厚」に変更します。 

詳細は、FAQ「床、天井、屋根の厚みを変えて傾きを設定したい」を参照ください。 

1点目 2点目 

編集方法に従い、該当の躯体全体

に傾斜が付きます。 1点目 2点目 

「相対高さ」/「傾き」の場合は、 

1点目の高さが固定 

https://faq.nyk-systems.co.jp/--68907f05115a58b9423eb47a

